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今月の掲載内容

・
コ
ロ
ナ
後
の
進
む
べ
き
道
は

1

・
録
事

2

・
宗
派
だ
よ
り

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

3

令
和
五
年
四
月
六
日
発
行

発
行
所
　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
　
電
話
〇
七
五

－
五
七
一

－

〇
〇
〇
二

コ
ロ
ナ
後
の
進
む
べ
き
道
は

　

先
月
十
三
日
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
が
原
則
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
、
息
苦
し
い
マ
ス
ク
生
活
を
離
れ

（
花
粉
症
の
人
は
引
き
続
き
？
）、
ま
た
、
来
月
八

日
に
は
感
染
症
法
上
の
分
類
が
二
類
か
ら
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
疹
と
同
じ
第
五
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
な
ど
、
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
た
約
三
年
間
に
終
わ
り
が
近
づ

い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
往
来
と
と
も
に
世

界
中
は
も
と
よ
り
、
日
本
国
内
で
も
爆
発
的
な
感
染

者
を
生
み
出
し
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
行
動
制

限
、
営
業
時
間
の
短
縮
や
食
事
の
人
数
制
限
等
な
ど
、

今
ま
で
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
な
く
な
り
、
新

聞
記
事
で
は
毎
日
、
新
規
感
染
者
数
と
重
症
者
数
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
人
数
を
発
表
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が

起
こ
っ
た
職
場
や
病
院
、
学
校
な
ど
で
は
感
染
者
が

出
た
場
所
や
人
数
、
日
に
ち
が
ス
マ
ホ
で
表
示
さ
れ
、

感
染
者
が
多
い
都
道
府
県
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
見
つ

け
て
は
入
店
拒
否
や
、
マ
ス
ク
警
察
と
い
う
一
般
市

民
に
よ
る
自
警
団
？
が
出
て
く
る
な
ど
、
殺
伐
と
し

た
状
況
が
続
い
た
か
と
思
う
一
方
、
感
染
対
策
の
一

環
と
し
て
置
か
れ
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
も
と
よ
り
、

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
授
業
や
会
議
な
ど
、
新
し
い
生
活

様
式
を
生
み
出
し
、
今
で
は
当
た
り
前
の
光
景
に

な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
対
話
を
重
視
し

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て

き
た
お
寺
に
と
っ
て
は
、
感
染
症
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
感
染
防
止
の
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ
、

当
初
は
親
族
で
さ
え
も
最
後
の
お
別
れ
が
で
き
ず
、

ま
た
檀
家
寺
に
と
っ
て
も
従
来
の
葬
送
儀
礼
が
で
き

ず
寺
離
れ
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

地
域
の
過
疎
化
や
寺
離
れ
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、

墓
じ
ま
い
や
小
さ
な
お
葬
式
と
い
っ
た
Ｃ
Ｍ
が
放
映

さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
苦
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
寺

院
も
出
て
く
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
心
の
温
も
り

を
求
め
て
い
る
人
々
に
対
し
て
こ
の
時
代
（
世
間
）

に
寺
の
門
戸
を
開
き
「
あ
な
た
の
お
話
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
も
、
ひ
と
つ
の
生
き
残
る
手

立
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
告
　
諭

　

本
日
こ
こ
に
、
第
七
十
五
次
定
期
宗
会
を
招
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
は
、
ご
多
忙
な
中
、
ご
登

山
下
さ
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
く
、
世
界
中
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
も
、
よ
う
や
く
一
つ
の
節
目
を
超
え
、
新
た
な
段
階

へ
と
、
歩
を
進
め
始
め
ま
し
た
。

　

醍
醐
派
も
、
こ
の
機
を
と
ら
え
、
大
き
く
前
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
は
弘
法
大
師
ご
生
誕
千
二
百
五
十
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
、
立
教
開
宗
千
二
百
年
に
も
あ
た
り
ま
す
。

醍
醐
寺
に
お
い
て
も
来
年
は
開
創
千
百
五
十
年
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
慶
事
を
前
に
、
信
心
各
位
の
現
状
を
知
り
、

我
々
醍
醐
派
教
師
が
、
何
を
す
べ
き
か
を
、
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
年
で
す
。

　

宗
会
議
員
の
皆
様
方
は
、
本
年
六
月
に
任
期
が
満
了
い

た
し
ま
す
が
、
今
後
も
真
言
宗
醍
醐
派
の
進
む
べ
き
方
向

に
対
し
、
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
り
、
告
諭
と
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
五
年
三
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
管
長

大
僧
正　

仲
田
　
順
和
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2

▼
僧
階
昇
補

　
　

本
宗
籍

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　

権
少
僧
正　
　
　

奈　

良�

柳
瀬　

正
宝

十
二
月
五
日

　
　
　

少
僧
都　
　
　

大　

阪�

木
下　

亮
寛

令
和
五
年
一
月
十
五
日

　
　

権
大
僧
都　
　
　

高　

知�

山
﨑　

曉
観

　
　

権
中
僧
都　
　
　

高　

知�

山
﨑　

裕
照

　
　

修
験
籍

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

　
　

権
中
僧
正　
　

京
都
入
峰
会�

西
村　

泰
清

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

來
迎
院�

岡
田　

悦
雄

▼
責
任
役
員
任
命

令
和
五
年
一
月
十
九
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

祇
興
院�

寳
川
加
津
代

�

木
村　

忠
雄

　
　
　

三　

重　
　
　

福
満
寺�

川
瀨　

利
夫

�

杉
村　

滋
弘

　
　
　

三　

重　
　
　

護
願
寺�

青
山　
　

肇

�

池
田　

民
也

一
月
二
十
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

來
迎
院�

柿
坂　

匡
孝

�

横
谷　

隆
仁

二
月
二
日

　
　
　

鳥　

取　
　
　

青
龍
寺�

城
光
寺
賢
之

�

九
鬼　

清
高

�

城
光
寺
鈴
子

�

城
光
寺
良
延

二
月
四
日

　
　
　

三　

重　
　
　

京
造
院�

竹
内
久
仁
子

�

竹
内　

心
我

　
　
　

兵　

庫　
　
　

善
光
寺�

山
田　

泰
信

二
月
十
一
日

　
　
　

三　

重　
　
　

世
義
寺�

竹
内
久
仁
子

�

竹
内　

心
我

　
　
　

鳥　

取　
　
　

不
動
院�

山
根
の
り
子

�

山
根　

秀
男

�

岡
本　

伸
一

�

中
村　
　

潔

�

山
本　

晴
隆

�

柿
ヶ
原
良
則

二
月
十
二
日

　
　
　

美　

作　
　
　

清
楽
院�

神
浦　

佳
代

�

神
浦　

兼
嘉

二
月
十
六
日

　
　
　

岐　

阜　
　
　

宝
泉
院�

篠
田　

幸
子

�

小
森　

美
穂

　
　
　

京　

都　
　
　

一
音
寺�

壁
瀬　

温
子

�

壁
瀬　

宥
雅

二
月
二
十
日

　
　
　

三　

重　
　
　

両
宝
院�

松
井　

秀
宗

�

山
中　

啓
圓

　
　
　

京　

都　
　
　

繁
昌
院�

仕
名
野　

裕

�

上
田　

慶
子

�

小
藪　

実
明

�

小
藪　

実
英

�

高
橋　

俊
明

�

増
成　

守
彦

　
　
　

美　

作　
　
　

金
龍
寺�

中
井　

宏
典

�

中
井　

寛
修

　
　
　

美　

作　
　
　

金
剛
寺�

梅
田　

圭
子

�

中
井　

美
滿

二
月
二
十
一
日

　
　
　

三　

重　
　
　

聖
衆
寺�

山
中　

善
円

�

山
中　

富
愛

▼
総
代
委
嘱

令
和
五
年
一
月
十
九
日

　
　
　

三　

重　
　
　

護
願
寺�

堀
井　

伸
治

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日

　
　
　

奈　

良　
　
　

來
迎
院�

水
口　

昇
嗣

�

中
谷　

敏
明

�

宮
𦚰　

博
和

二
月
二
日

　
　
　

鳥　

取　
　
　

青
龍
寺�

九
鬼　

全
弘

�
安
佳　

庸
雄

�
加
藤
禮
次
郎

�
中
村　

晢
夫

�

藤
井　

照
教

二
月
四
日

　
　
　

三　

重　
　
　

京
造
院�

竹
内　

慧
果

�

竹
内　

怜
我

�

出
口　

荘
展

　
　
　

兵　

庫　
　
　

善
光
寺�

小
橋　

輝
男

二
月
九
日

　
　
　

鳥　

取　
　
　

大
善
寺�

北
村　

良
純

�

平
田　

真
実

�

北
村　

郁
子

二
月
十
一
日

　
　
　

三　

重　
　
　

世
義
寺�

竹
内　

慧
果

�

竹
内　

怜
我

�

出
口　

荘
展

　
　
　

鳥　

取　
　
　

不
動
院�

柿
ヶ
原
俊
一

�

大
杉　

宏
昭

�

川
口　

善
行

�

大
谷　

高
文

�

山
根　

夏
男

�

山
根　

貞
郎

二
月
十
二
日

　
　
　

美　

作　
　
　

清
楽
院�

神
浦　

哲
也

�

稲
谷
精
一
郎

�

岸
本　

三
男

二
月
十
六
日

　
　
　

岐　

阜　
　
　

宝
泉
院�

渡
邉　

七
穂

�

河
野　
　

渉

�

黒
木　

茂
治

　
　
　

京　

都　
　
　

一
音
寺�

妹
尾　

俊
吾

�

鳴
海　
　

徹

�

南
部　
　

史

　
　
　

京　

都　
　
　

明
壽
院�

西
脇　

一
彦

�

青
木　

裕
子

�

森
下　

良
次

二
月
十
八
日

　
　
　

京　

都　
　
　

松
尾
寺�

森
脇　

直
樹

�

一
盛　

広
樹

�

向
山　

和
一

二
月
二
十
日

　
　
　

京　

都　
　
　

繁
昌
院�

増
成　

守
彦

�

金
川　

博
一

�

西
山　
　

寛

�

橋
本　

政
三

�

嶋
田　

孝
正

�

勝
田　
　

徹

　
　
　

美　

作　
　
　

金
龍
寺�

只
友　

謙
二

�

水
島　

宏
司

�

山
本　
　

泉

　
　
　

美　

作　
　
　

金
剛
寺�

石
川　

靖
文

�

中
村
奈
緒
美

�

中
井　

佳
子

録
　
事
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第
八
十
回
「
同
宗
連
」
研
修
会

　

令
和
五
年
二
月
八
日（
水
）・
九
日（
木
）

　
　

会　

場　

京
都
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

　
　

参
加
者　

飯
田
俊
海

節
分
会

　
　
　
　
　

令
和
五
年
二
月
三
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時　

護
摩
祈
願　

伽
藍　

清
瀧
宮

五
大
力
尊
仁
王
会

　

前　

行　

令
和
五
年
二
月
十
五
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時　

開
白

　
　
　
　
　

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時　

結
願　
　
　

伽
藍　

金
堂

　

仁
王
会　

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時　
　
　
　
　
　

全
山

総
務
部
よ
り

　

寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会

規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員
及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は
、
選
定

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
任
期
満
了
に
な
ら
れ
る
寺
院
・
教
会
に
届

け
出
の
ご
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。速
や
か
に
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
辞
令
等
に
押
印
し
て
お
り
ま
し
た
印
を
劣
化
の
た

め
新
調
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
四
月
一
日
よ
り
使
用
い
た

し
ま
す
。
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
分
宗
費
賦
課
金
は
、
六
月
以
降
に
ご
請
求
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

本
宗
教
師
・
修
験
道
教
師
の
方
で
銀
行
引
き
落
と
し
（
個
人

宗
費
に
限
り
ま
す
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
八
月

二
十
八
日（
月
）
の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財

務
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
部
よ
り

　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日（
火
）

　
　

午
前
十
時　

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
一
回
生
卒
業
式

　

令
和
五
年
五
月
八
日（
月
）

　
　

午
前
十
時　

醍
醐
山
伝
法
学
院　

第
九
十
二
回
生
入
学
式

　

令
和
五
年
五
月
十
日（
水
）

　
　

三
宝
院
流
得
度
式　

三
宝
院
本
堂

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度

の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
五
年
五
月
十
日（
水
）

　
　
　

午
前
十
時　
　
　
　

三
宝
院
流
得
度
式

　
　
　
　
　
　

三
宝
院　

本
堂

　

令
和
五
年
五
月
十
五
日（
月
）

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分　

准
胝
観
音
御
開
扉
開
白
法
要

　
　
　
　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
五
年
五
月
十
八
日（
木
）

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分　

准
胝
観
音
御
開
扉
中
日
法
要

　
　
　
　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

　

令
和
五
年
五
月
二
十
一
日（
日
）

　
　
　

午
後
二
時　
　
　
　

准
胝
観
音
御
開
扉
結
願
法
要

　
　
　
　
　
　

伽
藍　

観
音
堂

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

　
「
神
変
」
宗
派
だ
よ
り
三
月
号
三
頁
上
段

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り
の
「
後
七
日
御
修
法
」
の
記
事

の
中
で「
供
僧
：
三
重
・
大
法●

院　

住
職　

岩
鶴
密
雄
権
大
僧
正
」

は
、「
供
僧
：
三
重
・
別●

格●

本●

山● 

大
宝●

院　

住
職　

岩
鶴
密
雄

権
大
僧
正
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

二
月
二
十
一
日

　
　
　

三　

重　
　
　

聖
衆
寺�

水
谷　

八
郎

�

水
谷　
　

實

�

加
藤　

正
明

�

加
藤　

利
一

�

加
藤　
　

功

二
月
二
十
四
日

　
　
　

京　

都　
　
　

上
願
寺�

鈴
木　

紘
一

�

西
岡　

良
祐

�

植
村　

嘉
典

�

福
田　
　

旭

二
月
二
十
五
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

大
聖
寺�

樋
口　

宇
生

二
月
二
十
六
日

　
　
　

京　

都　
　
　

大
聖
寺�
牧
野　

博
行

�
村
田　

正
俊

�
小
橋　

武
生

▼
承
認
・
証
明

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　

東
京
（直）　
　
　

大
行
院

�

規
則
変
更
承
認
の
件

令
和
五
年
二
月
二
日

　
　
　

三　

重　
　
　

飯
福
田
寺

�

寺
有
財
産
証
明
書
下
付
の
件

二
月
五
日

　
　
　

福　

岡�

大
森　

龍
寶

�

師
僧
替
承
認
の
件

�

（
丸
塚
快
現
よ
り
加
藤
龍
範
へ
変
更
）

二
月
二
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

頼
寳
院

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

▼
死
亡

令
和
五
年
二
月
十
五
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

大
善
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
僧
都�

朝
岡　

有
教

�

（
同
日
付
に
て
大
僧
都
に
贈
補
）

二
月
十
八
日

　
　
　

備　

中　
　
　

豊
福
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
律
師�

大
杉　

道
則

�

（
同
日
付
に
て
律
師
に
贈
補
）

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　 別冊　宗派だより　令和５年４月号
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
1
2

－

5
5
9
0

https://w
w
w
.shoyeido.co.jp

松
　
栄
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〒
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3
8
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0
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奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
洞
川
2
3
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
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）
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－

0
0
4
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Ｆ
Ａ
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（
0
7
4
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）
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－

0
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大
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陀
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尼
助
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花
谷
神
変
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〒
6
0
0

－

8
3
0
4

京
都
市
下
京
区
新
町
通
六
条
下
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
8
9
0

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

6
7
7
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杉
本
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七
法
衣
店

〒
6
0
5
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0
9
3
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京
都
市
東
山
区
大
黒
町
通
正
面
南
入

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
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7
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－

0
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Ｆ
Ａ
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（
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－
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井
半
念
珠
店
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都
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西
筋
下
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町
３
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Ｔ
Ｅ
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5
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3
1

－
2
2
4
4

Ｆ
Ａ
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（
0
7
5
）
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5
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6
3
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Ａ
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4
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0
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佐
兵
衛

〒
6
0
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－

0
9
1
3

京
都
市
中
京
区
河
原
町
二
条
西
入
上
る

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
3
4
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
1
1

－

1
8
5
8

上
田
法
衣
佛
具
店

〒
6
0
0

－
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4
6
8

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
新
花
屋
町
角

（
西
本
願
寺
前
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
6
5

－

0
0
0
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
5
3

－

7
0
2
1

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
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0
1
2
0

－

0
7
5

－

7
3
0

井
筒
法
衣
店

〒
6
0
4

－
8
2
7
4

京
都
市
中
京
区
小
川
通
三
条
上
ル
西
堂
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
8
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
3
8

E-m
ail oosum

ihoui@
gm
ail.com

大
住
法
衣
店

〒
6
0
0

－

8
4
5
3

京
都
市
下
京
区
万
寿
寺
西
洞
院
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
5
8
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

8
8
2
2
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w
w
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田
中
伊
雅
佛
具
店

〒
6
0
1

－

8
3
0
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京
都
市
南
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吉
祥
院
向
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東
町
１
４

Ｔ
Ｅ
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（
0
7
5
）
3
1
2

－

1
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Ａ
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（
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－
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真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）では、神変別冊の
アーカイブ（過去号）をご覧になれ、必要書類の�
ダウンロードや寺院・教会名簿も閲覧できますの
で、ご利用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。

醍醐山伝法学院寮監並びに僧侶職員募集
１　�僧籍を有する方で、健康で信仰心があり、後進の育成に努力
を惜しまない方

２　�給与　１７万円以上
３　�住居を用意（山内居住の場合は居室を用意。）また、通勤の
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